
財　政　課

  区長報告第５号

    令和６年度港区一般会計予算繰越明許費繰越計算書補足資料

款

民
生
費

事　　　業　　　名 翌年度繰越額

　住民税非課税世帯等生活支援給付金（追加支給分） 472,226,172円

＜事業概要＞
　住民税非課税世帯及び住民税均等割のみ課税世帯に対し、１世帯当たり３万円の給付金を
支給するとともに、18歳以下の世帯員がいる場合は、１人当たり２万円の給付金を支給

＜翌年度繰越の理由＞
　住民税非課税世帯等生活支援給付金（追加支給分）の支給が令和７年度に及ぶため

＜翌年度繰越額の説明＞
　　○繰越明許費議決額　　　 1,409,529,000円
　　　　令和７年１月８日　　令和６年度港区一般会計補正予算（第７号）可決

　　○翌年度繰越額　　　　 　  472,226,172円
　　　［内訳］
　　　　・役務費（振込手数料等）　　　　　　　　　　　　　　　　　 4,604,320円
　　　　・委託料（コールセンター等業務委託）　　　　　　　　 　   96,751,600円
　　　　・使用料及び賃借料（什器賃借）                                      　      50,252円
　　　　・負担金、補助及び交付金（給付金）　　　　　　　　　　　 370,820,000円
　　　［財源］
　　　　・都支出金（未収入特定財源）                          　　　　   　  432,773,000円
　　　　・一般財源                                                 39,453,172円
　
　　○繰越明許費議決額と翌年度繰越額との差の理由
　　　　給付金の支給が令和６年度中に一部完了したため
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款 事　　　業　　　名 翌年度繰越額

衛
生
費

　健康管理システム維持管理 1,969,000円

＜事業概要＞
　健康管理システムの維持管理を実施

＜翌年度繰越の理由＞
　妊婦支援給付金に係る健康管理システムの改修が令和７年度に及ぶため

＜翌年度繰越額の説明＞
　　○繰越明許費議決額　　  　　 1,969,000円
　　　　令和７年３月21日　　令和６年度港区一般会計補正予算（第８号）可決

　　○翌年度繰越額　　　　    　 1,969,000円
　　　［内訳］
　　　　・委託料（健康管理システム改修業務委託）　　　　　　　　　 1,969,000円
　　　［財源］
　　　　・国庫支出金（未収入特定財源）　　　　　　　　　　　　　   1,969,000円
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款 事　　　業　　　名 翌年度繰越額

　区内共通商品券発行支援 148,289,735円

＜事業概要＞
　商店街振興及び区民生活支援のためのプレミアム付区内共通商品券の発行を支援

＜翌年度繰越の理由＞
　プレミアム付区内共通商品券発行支援に係る補助金の支出が令和７年度に及ぶため

＜翌年度繰越額の説明＞
　　○繰越明許費議決額　　     278,088,000円
　　　　令和６年10月10日　　令和６年度港区一般会計補正予算（第３号）可決

　　○翌年度繰越額　　　　 　  148,289,735円
　　　［内訳］
　　　　・負担金、補助及び交付金（商品券発行補助金）　　  　　　 148,289,735円
　　　［財源］
　　　　・一般財源　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   148,289,735円

    ○繰越明許費議決額と翌年度繰越額との差の理由
        発行から換金までの事務が令和６年度中に一部完了したため

　区内商店等消費喚起ポイント還元事業 648,862,000円

＜事業概要＞
　区民生活支援及び地域経済活性化のための二次元コード決済を活用したポイント還元キャ
ンペーンを実施

＜翌年度繰越の理由＞
　ポイント還元キャンペーンの実施が令和７年度に及ぶため

＜翌年度繰越額の説明＞
　　○繰越明許費議決額　　     652,062,000円
　　　　令和７年１月８日　　令和６年度港区一般会計補正予算（第７号）可決

　　○翌年度繰越額　　　　 　  648,862,000円
　　　［内訳］
　　　　・委託料（ポイント還元事業業務委託）　　　　　　                 648,862,000円
　　　［財源］
　　　　・都支出金（未収入特定財源）                              　   159,172,000円
　　　　・一般財源　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　489,690,000円

    ○繰越明許費議決額と翌年度繰越額との差の理由
        契約相手方との調整により契約落差が生じたため

産
業
経
済
費
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款 事　　　業　　　名 翌年度繰越額

教
育
費

　スポーツセンター管理運営 3,245,000円

＜事業概要＞
　港区スポーツセンターの管理運営を実施

＜翌年度繰越の理由＞
　港区スポーツセンターのプール可動床の修繕が令和７年度に及ぶため

＜翌年度繰越額の説明＞
　　○繰越明許費議決額　　    　 3,274,000円
　　　　令和６年10月10日　　令和６年度港区一般会計補正予算（第３号）可決

　　○翌年度繰越額　　　　 　 　 3,245,000円
　　　［内訳］
　　　　・委託料（プール可動床修繕業務委託）                       3,245,000円
　　　［財源］
　　　　・一般財源　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     3,245,000円

    ○繰越明許費議決額と翌年度繰越額との差の理由
        契約相手方との調整により契約落差が生じたため
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